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第６期北九州市障害福祉計画・第２期北九州市障害児福祉計画の 

目標等の管理シート 
 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部 
 
成果目標 （３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
） 

目

標

値 

 

 

○令和５年度末までの目標値 
 

地域生活支援拠点等 １箇所以上を維持 

運用状況を検証、検討 
するための会議を年１回 
以上開催 

 
【目標設定の考え方】 

障害のある人やその家族が地域で安心して生活できるよう、緊急時にすぐに 
 相談でき、必要に応じて緊急的な対応を図る体制として、地域生活支援拠点等 
 の整備を行うとともに、地域のニーズや課題に応えられているかを継続的に検 
 証・検討を行う。 
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 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

地域生活支援拠点等 

の設置 
設置箇所数 見込 1 箇所 1 箇所 1 箇所 

実績 １箇所 ― ― 

機能充実に向けた検証

及び検討会 
実施回数 

見込 3 回 3 回 3 回 

実績 5 回 ― ― 
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Ｒ
３
年
度 

 

評価 

（Ｃ） 

【目標等

を踏まえ

た評価、

改善方

策】 

 

令和３年度は、緊急時の受入施設として、３施設各１床空床を確保。３施設とも

に、①介護者の不測の事態で在宅での支援が困難なケース（従来の機能）や、②新

型コロナウイルス感染症等で在宅での支援が困難なケースを受入対象者とした。受

入実績は、令和２年度が１名であったが、令和３年度は４名と増加した。 
 また、令和３年度は、機能充実に向けた検証・検討会を５回実施した。 
 地域生活支援拠点等の面的整備を進めるため、今後は、拠点等の機能である「相 
談」「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」について、それぞれの機能を担う 
事業所を公募により選定し、モデル的運用を行う予定である。 

 

協議会 

等意見 

【評価等 

に対する 

意見】 

 

新型コロナウイルス感染症拡大により、サービスが部分的に閉鎖されたり、事

業所全体で感染するなど、通所することが当たり前だった生活が一転した。 
 親が元気なうちにできることをやっていきたいが、親も高齢化していき親亡

き後を考えると不安でいっぱいである。 
 地域生活支援拠点の整備は親にとって本当に大事なことだと思うのでしっか

りと取り組んでいただきたい。 

 

改善 

（Ａ） 

【次年度 

における 

取組等】 

 

令和５年度中のモデル実施を目指し、地域生活支援拠点の機能である「相談」

「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」を担う事業所を認定するための基準

を策定中です。令和５年度は緊急時の受け入れ施設が減少（２施設→１施設）

する見通しであるため、施設選定の参考や、事業の改善のために、今年度の対

象施設へ聞き取り調査を行いました。また、事業開始後のモニタリングの実施

や、地域からの声を本事業に反映させていく仕組みについても検討中です。 



2 

 


